
ワークショップで何度もいろいろな意見を聞いて作製しまし
た。Ａ

エーイーディー

ＥＤや防災資機材の場所も調べて記載したほか、グルー
プホームやデイサービスなどの高齢者施設も載せています。
全戸に配布したので、町内会だけではなく、地域全体で自主
防災に取り組む意識を高めていきたいですね。

大きな被害を受けた東日本大震災を契機に、災害に対する意識は大きな被害を受けた東日本大震災を契機に、災害に対する意識は
明らかに変わってきています。明らかに変わってきています。
自然災害の発生を防ぐことはできませんが、日頃の活動により地自然災害の発生を防ぐことはできませんが、日頃の活動により地
域の皆さんがお互いに協力し、助け合うことで、被害を軽減する域の皆さんがお互いに協力し、助け合うことで、被害を軽減する
ことはできるはずです。ことはできるはずです。
今月は地域で取り組む自主防災活動を中心に、防災情報を紹介します。今月は地域で取り組む自主防災活動を中心に、防災情報を紹介します。

西区総務企画課地域安全担当西区総務企画課地域安全担当
☎ 641-6921☎ 641-6921

地域防災マップ 自分が暮らしている地域内で、災害時に役に立つものや、
危険なものなどを地図に記入し、住民に知らせるものです。

発寒北地区で作製しました！！発寒北地区で作製しました！！

西町地区で作製しました！！西町地区で作製しました！！

▲『安心安全マップ』を
活用し、自主防災活動に役立てるため、
天
てん

狗
ぐ

南町内会などで実際にまちあるきを
して危険箇所の確認をしました

▲西町連合町内会が作製した『西町地区防災マップ』

▲

発寒北安心して
暮らせるまち協議
会が作製した『安
心安全マップ』

詳細

▲発寒北連合町内会
　菊

きく

池
ち

 巖
いわお

　会長

▲西町連合町内会 防犯防災部の皆さん

今までも各単位町内会での防災マップはありまし
たが、災害は広範囲にわたる可能性が高いため、
連合町内会での作製を決めました。
特徴は避難するための情報に特化して記載した
点、高齢者にも見やすいことを心掛けた点です。
防災マップは全戸に配布して、防災訓練などでの
活用を予定しています。


